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本日の話題提供

キャッシュレス決済に関して、若年者・高齢者等に知っておいていただきたいや、
関連する取組として、以下の３つをポイントに情報提供します。

①消費者の不安解消に向けたキャッシュレス推進室の取組

②キャッシュレス推進の社会的意義

③キャッシュレスを活用した家計管理

消費者に知っていただきたいこととして、３つのポイントで話題提供



日本のキャッシュレスの現状と目標
 キャッシュレス決済比率を伸ばし2025年までに4割程度、将来的には世界最高水準の80％を目指す。
 日本のキャッシュレス決済比率は36％まで成長。

「成長戦略フォローアップ」(令和元年6月21日閣議決定)
【抜粋】 2025年６月までに、キャッシュレス決済比率を倍増し、4割程度とすることを目指す。

（出典）（一社）キャッシュレス推進協議会「キャッシュレス・ロードマップ2022」より
世界銀⾏「Household final consumption expenditure（2020年）」、BIS「Redbook」の⾮現⾦⼿段による年間⽀払⾦額から算出
※韓国、中国に関しては、Euromonitor Internationalより参考値として記載

世界各国のキャッシュレス比率（2020年）

「キャッシュレス・ビジョン」（平成30年4月11日 キャッシュレス検討会策定）
【抜粋】 大阪・関西万博（2025年）に向けて、「支払い方改革宣言」として「未来投資戦略2017」で設定したキャッシュレス決済比率40％の目標を前
倒しし、高いキャッシュレス決済比率の実現を宣言する。さらに将来的には、世界最高水準の80%を目指していく。

（出典）
民間最終消費支出 ：内閣府「国民経済計算」（名目）
クレジット ：（一社）日本クレジット協会調査（注）2012年までは加盟クレジット会社へのアンケート調査結果を

基にした推計値、2013年以降は指定信用情報機関に登録されている実数値を使用。
デビット ：日本デビットカード推進協議会(～2015年)、 2016年以降は日本銀行「決済システムレポート」・「決済動向」
電子マネー ：日本銀行「決済動向」
コード決済 ：（一社）キャッシュレス推進協議会「コード決済利用動向調査」

我が国のキャッシュレス決済額及び比率の推移（2022年）
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消費者はキャッシュレスを利用しない一因は”不安”にある

出典：キャッシュレス推進協議会「消費者インサイト調査（2021年度版）」https://paymentsjapan.or.jp/publications/20220502_insights2021/

キャッシュレスの利用意向に直結する消費者インサイトの検証サマリー
（キャッシュレス推進協議会「消費者インサイト調査（2021年度版）」）

消費者や使いすぎの不安やセキュリティ不安からキャッシュレスを躊躇していると考えられる
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キャッシュレスに対する不安解消に向けた取組～動画・リーフレットの作成～

出典：キャッシュレスに関する説明資料等 https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/cashless/cashless_documents/index.html

・安心・安全に関するリールレットや動画を作成し、経済産業省のホームページで公開
・消費者自身での対策が必要なことも周知

リーフレット・動画を作成し、消費者の不安解消に向けた取組を推進
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キャッシュレスに対する不安解消に向けた取組～政府広報の活用～

出典：「政府広報オンライン」 https://www.gov-online.go.jp/useful/article/202309/1.html

・政府広報（内閣府）にキャッシュレス決済を取り上げてもらい、キャッシュレスをPR
・コンテンツの内容にキャッシュレスの不安に対する回答を掲載し、消費者の不安解消に努めている

2023年9月には消費者の不安解消に向け、政府広報も活用
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キャッシュレス推進の社会的意義 | 概念図

キャッシュレス化を実現することで、「既存の課題解決」×「新たな未来を創造」する行動変
容を喚起することができる

双方向の関係性：「既存の課題解決」が新たな未来の創造に寄与し、「新たな未来の創造」が既存の課題も解決する関係性を示す

新たな未来を創造する既存の課題を解決する

キャッシュレス推進の意義

~ 「人々と企業の活動」に密接に関わる「決済」を変革することで、既存の課題を解決し、
新たな未来を創造する ~

現金決済に係る
インフラコストの削減

データ連携・デジタル化

業務効率化 / 人手不足対応

脱炭素社会への貢献

公衆衛生上の安心の実現

現金の保有や取引機会減少による
不正 / 犯罪の抑止

多様な消費スタイルを創造

消費者の利便性向上

双方向に作用

※キャッシュレスのCO2削減効果は
認められるものの、具体的なインパクト
は今後調査が必要
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キャッシュレス推進の社会的意義 | 個別項目 1/8

CL化の推進により、消費者の生活は、より便利なものとなる

消費者の利便性向上

現金利用と比較して、キャッシュレス決済は、消費者の利便性を向上させることができる

キャッシュレス社会

における消費行動

• 財布を持ち歩く手間の削減

• 銀行やATMでの現金の引き落としの手間を削減

• 現金残高を数える手間の省力化

• スピーディーな支払を実現

• レジで現金が足りなくなるストレスを回避

• 個人間の取引における手間を省力化

• 個人間の取引における時間/空間上の制約からの解放

• 面倒な家計簿への転記を
削減

• 消費動向の可視化・分析を
効率化

外出

買い物 / 支払

家計管理
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キャッシュレス決済の定義と決済手段

前払いや即時払いを活用することで、使いすぎを未然に防ぐことが可能

※クレジットカードに紐付けの場合は後払い

・主なキャッシュレス手段を支払のタイミングで分類すると、「前払い」「即時払い」「後払い」に分類される
・前払いは事前に入金した範囲内での利用となるため、使いすぎ防止や残高管理が可能
・コード決済は、事前入金の前払い方式の他に、クレジットカードと紐付ける後払いもあり、注意が必要
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キャッシュレスの目指す姿 | 個人⇔事業者

「個人」の消費体験や家計管理が高度化し、データに基づき行動変容を起こす

行政機関3事業者2視点 個人1

「個人(消費者)」視点で見る「事業者(店舗)」との関わりにおけるキャッシュレス社会

購買 家計管理 日常の行動

• 商品/サービス選択後に、特別な行動を
行うことなく自動的に支払が完了する
（商品を手に取って店を出るだけ、等）

• どの決済手段も、同じ認証手法で利用
可能（生体認証すべて利用可）等

• 家計管理サービスと全ての金融機関/
決済事業者とがデータ連携し、全口座
の情報がリアルタイムに把握可能

• 連携されたデータが自動的に可視化され、
個人のスマートフォンで支出状況をリアル
タイムに把握可能、等

• 過去のデータとリアルタイムのデータに基づ
くアクションのレコメンドが行われる
（例：週末のランチ外食候補として、
健康状態に基づくお店のレコメンドがされ
る、等）

• 決済データからCO2排出量が計算され、
環境配慮アクションのレコメンドが行わ
れる、等

シームレスな消費体験 スマートな支出管理 データに基づく行動変容

• 商品/サービスを選択した後で、レジや
チェックアウトを行い、多様な決済手段
から選択し支払を行う

• 決済データの利活用が十分に進んでお
らず、決済データと他のデータの組み合わ
せも十分できていない

現
状

目
指
す
姿

• 口座入出金を統合管理する家計管理
サービスはあるが、リアルタイムに反映さ
れず、当該サービスに非対応の決済事
業者も存在
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